
(57)【要約】

【課題】管の端部に被せてその部分の防食を図るための

防食キャップが、管内流体の作用による剥がれが生じに

くいものであるようにする。

【解決手段】切断されて端面２の地肌が露出している金

属製の管１の端部に、弾性体にて形成されて、端面２を

覆うつば部６と、管１の内面に接する内面接触部８と、

管１の外面に接する外面接触部１０とを有する防食キャ

ップ３を被せる。管１に外ばめされてその端部の外周に

環状突部４を形成可能でありかつ管１の外面との間で防

食キャップ３の外面接触部１０を挟み込む突部形成部１

３と、防食キャップ３のつば部６から管軸方向に隙間２

１をおいて位置する前端形成部１４とを有するリング体

５を、管１の端部に被せる。管１の端部に、防食キャッ

プ３の内面接触部８の内周側に配置されるウエブ部２３

と、隙間２１に配置されるフランジ部２４とを有する保

持部材２２を設ける。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 切 断 さ れ て 端 面 の 地 肌 が 露 出 し て い る 金 属 管 の 端 部 に 、 弾 性 体 に て 形 成 さ れ た 防 食 キ ャ
ッ プ を 被 せ 、 こ の 防 食 キ ャ ッ プ は 、 前 記 端 面 を 覆 う つ ば 部 と 、 金 属 管 の 内 面 に 接 す る 内 面
接 触 部 と 、 金 属 管 の 外 面 に 接 す る 外 面 接 触 部 と を 有 し 、 前 記 金 属 管 の 端 部 に リ ン グ 体 を 被
せ 、 こ の リ ン グ 体 は 、 金 属 管 に 外 ば め さ れ て 金 属 管 の 端 部 の 外 周 に 環 状 突 部 を 形 成 可 能 で
あ る と と も に 金 属 管 の 外 面 と の 間 で 防 食 キ ャ ッ プ の 外 面 接 触 部 を 挟 み 込 む 突 部 形 成 部 と 、
金 属 管 の 端 面 を 覆 う 前 記 防 食 キ ャ ッ プ の つ ば 部 か ら 管 軸 方 向 に 隙 間 を お い て 位 置 す る 前 端
形 成 部 と を 有 し 、 前 記 金 属 管 の 端 部 に 保 持 部 材 を 設 け 、 こ の 保 持 部 材 は 、 防 食 キ ャ ッ プ の
内 面 接 触 部 の 内 周 側 に 配 置 さ れ る ウ エ ブ 部 と 、 前 記 防 食 キ ャ ッ プ の つ ば 部 と リ ン グ 体 の 前
端 形 成 部 と の 隙 間 に 配 置 さ れ る フ ラ ン ジ 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 管 端 面 の 防 食 構 造
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 管 端 面 の 防 食 構 造 に 関 し 、 特 に 、 鋳 鉄 製 の 管 路 の 敷 設 現 場 で 切 管 を 行 な っ た 場
合 な ど に 適 用 す る こ と が で き る 管 端 面 の 防 食 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 上 水 道 な ど の 鋳 鉄 製 の 管 路 に お い て 、 継 手 部 に 耐 震 性 能 を 有 し な い 管 路 か ら 、 継
手 部 に 耐 震 性 能 を 有 し た 管 路 へ の 敷 設 替 え が 行 な わ れ る こ と が 多 い 。 耐 震 性 能 を 有 す る 管
路 に お け る 管 ど う し の 継 手 部 は 、 こ の 継 手 部 を 構 成 す る 一 方 の 管 の 受 口 の 内 部 に 挿 入 さ れ
る 他 方 の 管 の 挿 口 の 先 端 の 外 周 に 、 こ の 挿 口 が 受 口 か ら 抜 け 出 す の を 防 止 す る た め の 突 部
が 形 成 さ れ る こ と が 通 例 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 耐 震 機 能 を 有 す る 管 路 を 敷 設 す る 場 合 に お い て 、 配 管 施 工 現 場 で は 、
敷 設 す る 管 路 の 長 さ の 都 合 上 、 管 を 所 定 の 長 さ に 切 断 す る こ と が あ る 。 た と え ば 、 管 路 に
沿 っ た 所 定 の 場 所 に バ ル ブ を 設 置 す る 場 合 は 、 こ の バ ル ブ に 接 続 さ れ る 直 管 を 、 こ の バ ル
ブ の 設 置 位 置 に 対 応 さ せ て 切 断 す る こ と が あ る 。 こ の よ う な 工 事 は 切 管 と 称 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 鋳 鉄 製 の 管 は 一 般 に 内 外 面 お よ び 端 面 を 塗 装 す る な ど に よ り そ の 防 食 が 図 ら れ て い る が
、 こ の 管 に 切 管 を 施 す と 、 切 断 さ れ た 部 分 の 端 面 に 管 の 金 属 の 地 肌 が 露 出 す る 。 こ の た め
、 こ の 露 出 部 に 新 た に 防 食 を 施 す こ と が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 こ の よ う な 場 合 に お け る 防 食 構 造 の 例 が 記 載 さ れ て い る 。 図 ８ は 、 こ
の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 防 食 構 造 を 示 す も の で あ る 。 こ こ で １ は 鋳 鉄 製 の 管 で あ り 、 内
外 面 に 塗 装 が 施 さ れ て い る が 、 配 管 施 工 現 場 で 切 管 さ れ る こ と に よ っ て 、 そ の 切 断 端 面 ２
で は 金 属 の 地 肌 が 露 出 し て い る 。 切 断 端 面 ２ を 含 む 管 １ の 端 部 に は 防 食 キ ャ ッ プ ３ が 被 せ
ら れ 、 さ ら に こ の 防 食 キ ャ ッ プ ３ を 含 む 管 １ の 端 部 に は 、 管 １ の 端 部 の 外 周 に 環 状 突 部 ４
を 形 成 す る た め の 鋳 鉄 製 の リ ン グ 体 ５ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 防 食 キ ャ ッ プ ３ は ゴ ム な ど の 弾 性 材 料 に て 形 成 さ れ て お り 、 横 断 面 が ア ラ ビ ア 数 字 の 「
７ 」 の 形 に 形 成 さ れ て 、 切 断 断 面 ２ に 密 接 し て こ の 切 断 端 面 ２ を 覆 う つ ば 部 ６ と 、 管 １ の
端 部 の 内 周 面 ７ に 密 接 す る 内 面 接 触 部 ８ と 、 管 １ の 端 部 の 外 周 面 ９ に 密 接 す る 外 面 接 触 部
１ ０ と を 一 体 に 有 す る 。 防 食 キ ャ ッ プ ３ は 、 管 １ の 端 部 に 装 着 さ れ る 前 は 、 特 に つ ば 部 ６
と 内 面 接 触 部 ８ と が な す 角 が 、 ９ ０ 度 よ り も 狭 い 鋭 角 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 管 １ の
端 部 に 装 着 さ れ る こ と で こ の 鋭 角 の 部 分 が 弾 性 的 に 拡 げ ら れ 、 そ の と き に 防 食 キ ャ ッ プ ３
に 発 生 す る 弾 性 力 に よ っ て 、 特 に つ ば 部 ６ と 内 面 接 触 部 ８ と が 管 １ の 切 断 端 面 ２ と 内 周 面
７ と に 圧 接 し て 、 上 記 の よ う な 密 接 し た 状 態 を 形 成 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 防 食 キ ャ ッ プ ３ に お い て 、 内 面 接 触 部 ８ は 、 他 の 部 分 よ り も 厚 く 形 成 さ れ て 、 弾 性 力 に
よ る 管 １ の 内 周 面 ７ へ の 圧 接 力 が 大 き く 作 用 し て 、 管 内 の 水 が 、 防 食 キ ャ ッ プ ３ と 管 １ の
内 周 面 ７ と の 間 に 、 ま た 特 に つ ば 部 ６ と 切 断 端 面 ２ と の 間 に 、 入 り 込 ま な い よ う に さ れ て
い る 。 内 面 接 触 部 ８ は 外 周 突 部 １ １ を 有 し 、 こ の 外 周 突 部 １ １ の 部 分 で 重 点 的 に 管 １ の 内
周 面 ７ に 接 す る よ う に し て 、 そ の 面 圧 を 増 大 さ せ る こ と に よ り 、 い っ そ う の 水 密 性 を 確 保
で き る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 リ ン グ 体 ５ は 、 た と え ば 周 方 向 一 つ 割 り に 形 成 さ れ る と と も に 、 管 １ の 端 部 に 外 ば め さ
れ る 突 部 形 成 部 １ ３ と 、 管 １ の 切 断 端 面 ２ を 覆 う よ う に 配 置 さ れ る 前 端 形 成 部 １ ４ と が 一
体 に 形 成 さ れ た 構 成 で あ る 。 突 部 形 成 部 １ ３ に は 横 断 面 矩 形 状 の 内 周 突 部 １ ５ が 一 体 に 形
成 さ れ て お り 、 こ の 内 周 突 部 １ ５ が 、 鋳 鉄 管 １ の 切 管 の 際 に こ の 鋳 鉄 管 １ の 外 周 に 形 成 さ
れ る 横 断 面 矩 形 状 の 環 状 溝 １ ６ に は め 込 ま れ る こ と で 、 リ ン グ 体 ５ を 所 定 の 位 置 に 位 置 決
め し た 状 態 で 管 １ に 装 着 可 能 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 管 １ の 先 端 の 外 周 に 環 状 突 部 ４ が 形
成 さ れ る 。 な お 、 リ ン グ 体 ５ は 、 内 周 突 部 １ ５ が 環 状 溝 １ ６ に は ま り 込 ん だ 状 態 で 、 タ ッ
ピ ン ネ ジ な ど の 適 宜 の 手 段 に よ り 管 １ に 固 定 さ れ る 。 こ の と き 、 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 外 面 接
触 部 １ ０ は 、 リ ン グ 体 ５ と 管 １ と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 圧 縮 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 そ の 部 分
で 保 持 さ れ る と と も に 、 リ ン グ 体 ５ と 管 １ と の 間 を シ ー ル す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の よ う に 内 周 突 部 １ ５ が 環 状 溝 １ ６ に は ま り 込 む こ と で リ ン グ 体 ５ が 管 １ に 対 し 位
置 決 め さ れ た 状 態 で 、 そ の 前 端 形 成 部 １ ４ は 、 管 １ に 装 着 さ れ た 防 食 キ ャ ッ プ ３ の つ ば 部
６ か ら 管 軸 方 向 に わ ず か な 隙 間 を お い た 位 置 に 配 置 さ れ 、 こ れ に よ っ て 管 １ の 前 端 傾 斜 部
を 形 成 可 能 で あ る 。 １ ７ は 前 端 形 成 部 １ ４ の 端 面 で 、 管 軸 方 向 と 直 角 な 方 向 に 形 成 さ れ る
こ と で 、 防 食 キ ャ ッ プ ３ の つ ば 部 ６ に 向 か い 合 う よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 管 １ の 端 部 が 防 食 キ ャ ッ プ ３ に よ っ て 密 接 状 態 で 覆 わ れ 、 そ
れ に よ っ て 、 管 内 の 水 が 切 断 端 面 ２ に 到 達 す る こ と が 防 止 さ れ て 、 そ の 防 食 が 図 ら れ る 。
な お 、 管 １ を 地 中 に 埋 設 し た と き の 地 下 水 な ど の 管 １ の 周 囲 の 水 も 、 上 記 の よ う に 防 食 キ
ャ ッ プ ３ の 外 面 接 触 部 １ ０ が リ ン グ 体 ５ と 管 １ と の 間 に 圧 縮 状 態 で 挟 み 込 ま れ る こ と に よ
っ て 、 同 様 に 切 断 端 面 ２ に 到 達 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ４ ８ ９ ７ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 図 ８ の 構 成 で は 、 特 に 管 内 の 水 流 １ ８ が 高 速 流 や 乱 流 で あ る 場 合 に
は 、 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 内 面 接 触 部 ８ に 、 こ の 内 面 接 触 部 ８ を 管 １ の 内 周 面 ７ か ら 剥 が そ う
と す る 方 向 の 力 １ ９ が 作 用 す る こ と が あ る 。 す る と 、 極 め て ま れ に で は あ る が 、 内 面 接 触
部 ８ の シ ー ル 性 能 の 低 下 の 原 因 に な る こ と が あ る 。 し か も 、 直 線 状 の 管 １ に 切 管 を 施 す 必
要 が あ る の は 、 上 述 の よ う に こ の 管 １ を バ ル ブ に 接 合 し た り 、 あ る い は 曲 が り 管 な ど の 異
形 管 に 接 合 し た り す る 箇 所 で あ る こ と が 多 く 、 こ れ ら の 箇 所 で は 乱 流 が 発 生 し や す い た め
、 何 ら か の 対 策 を 講 じ て お く こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 管 の 端 部 に 被 せ て そ の 部 分 の 防 食 を 図 る た め の 防 食 キ ャ ッ プ が 、 管 内
流 体 の 作 用 に よ る 剥 が れ が 生 じ に く い も の で あ る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 、 切 断 さ れ て 端 面 の 地 肌 が 露 出 し て い る 金 属 管 の 端 部
に 、 弾 性 体 に て 形 成 さ れ た 防 食 キ ャ ッ プ を 被 せ 、 こ の 防 食 キ ャ ッ プ は 、 前 記 端 面 を 覆 う つ
ば 部 と 、 金 属 管 の 内 面 に 接 す る 内 面 接 触 部 と 、 金 属 管 の 外 面 に 接 す る 外 面 接 触 部 と を 有 し
、 前 記 金 属 管 の 端 部 に リ ン グ 体 を 被 せ 、 こ の リ ン グ 体 は 、 金 属 管 に 外 ば め さ れ て 金 属 管 の
端 部 の 外 周 に 環 状 突 部 を 形 成 可 能 で あ る と と も に 金 属 管 の 外 面 と の 間 で 防 食 キ ャ ッ プ の 外
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面 接 触 部 を 挟 み 込 む 突 部 形 成 部 と 、 金 属 管 の 端 面 を 覆 う 前 記 防 食 キ ャ ッ プ の つ ば 部 か ら 管
軸 方 向 に 隙 間 を お い て 位 置 す る 前 端 形 成 部 と を 有 し 、 前 記 金 属 管 の 端 部 に 保 持 部 材 を 設 け
、 こ の 保 持 部 材 は 、 防 食 キ ャ ッ プ の 内 面 接 触 部 の 内 周 側 に 配 置 さ れ る ウ エ ブ 部 と 、 前 記 防
食 キ ャ ッ プ の つ ば 部 と リ ン グ 体 の 前 端 形 成 部 と の 隙 間 に 配 置 さ れ る フ ラ ン ジ 部 と を 有 す る
よ う に し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 防 食 キ ャ ッ プ の 内 面 接 触 部 の 内 周 側 に 配 置 さ れ る ウ エ ブ 部 と 、 防 食 キ
ャ ッ プ の つ ば 部 と リ ン グ 体 の 前 端 形 成 部 と の 隙 間 に 配 置 さ れ る フ ラ ン ジ 部 と を 有 し た 保 持
部 材 を 金 属 管 の 端 部 に 設 け た た め 、 防 食 キ ャ ッ プ が 保 持 部 材 に よ り 保 持 さ れ る こ と に な っ
て 、 こ の 防 食 キ ャ ッ プ の 内 面 接 触 部 に 管 内 流 体 の 作 用 に よ る 剥 が れ が 生 じ た り 、 防 食 キ ャ
ッ プ の つ ば 部 が 端 面 を 覆 う 機 能 が 低 下 し た り す る こ と を 防 止 で き 、 こ の た め 管 の 切 断 端 面
の 確 実 な 防 食 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 管 端 面 の 防 食 構 造 を 、 図 １ ～ 図 ７ に も と づ き 、 図 ８ に 示 し
も の と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 切 管 を 施 し た 鋳 鉄 製 の 管 １ の 端 部 の 外 周 に 環 状 突 部 ４ を 形 成 す る た
め に 、 鋳 鉄 製 の リ ン グ 体 ５ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 防 食 キ ャ ッ プ ３ は 、 図 ８ に 示 し た も の と 同 様 に 横 断 面 が ア ラ ビ ア 数 字 の 「 ７ 」 の 形 に 形
成 さ れ て 、 切 断 断 面 ２ を 覆 う つ ば 部 ６ と 、 管 １ の 端 部 の 内 周 面 ７ に 密 接 す る 内 面 接 触 部 ８
と 、 管 １ の 端 部 の 外 周 面 ９ に 密 接 す る 外 面 接 触 部 １ ０ と を 一 体 に 有 す る 。 し か し 、 内 面 接
触 部 ８ は 、 図 ８ に 示 す も の よ り も 薄 肉 に 形 成 さ れ る と と も に 、 図 ８ に 示 す よ う な 外 周 突 部
１ １ は 有 さ ず に そ の 全 面 で ほ ぼ 均 等 に 管 １ の 内 周 面 ７ に 接 す る よ う に さ れ て い る 。 防 食 キ
ャ ッ プ ３ の つ ば 部 ６ と リ ン グ 体 ５ の 前 端 形 成 部 １ ４ の 端 面 １ ７ と の 間 に は 、 管 軸 方 向 に 沿
っ て 、 隙 間 ２ １ が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 管 １ の 端 部 に 、 保 持 部 材 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 保 持 部 材 ２ ２ は 、 ス テ ン レ ス 材 な
ど に よ っ て 周 方 向 一 つ 割 り の リ ン グ 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 横 断 面 Ｌ 字 形 に 形 成 さ れ て
、 管 １ に 装 着 さ れ た 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 内 面 接 触 部 ８ の 内 周 側 に 配 置 さ れ る ウ エ ブ 部 ２ ３ と
、 防 食 キ ャ ッ プ ３ の つ ば 部 ６ と リ ン グ 体 ５ の 前 端 形 成 部 １ ４ と の 隙 間 ２ １ に 配 置 さ れ る フ
ラ ン ジ 部 ２ ４ と を 、 一 体 に 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 周 方 向 一 つ 割 り に 形 成 さ れ た 保 持 部 材 ２ ２ は 、 管 １ の 端 部 に
装 着 さ れ る 前 の 状 態 に お い て は 、 周 方 向 に 沿 っ た １ 箇 所 に 比 較 的 大 き め の 分 割 空 間 ２ ５ を
有 し た 構 成 と さ れ て い る 。 こ の 保 持 部 材 ２ ２ を 管 １ の 端 部 に は め 込 む 際 に は 、 切 管 後 に 防
食 キ ャ ッ プ ３ が 装 着 さ れ か つ リ ン グ 体 ５ が ま だ 装 着 さ れ て い な い 状 態 の 管 １ の 端 部 に 対 し
、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 状 態 か ら 分 割 空 間 ２ ５ が 縮 ま る よ う に 弾 性 的 に 縮 径 さ れ た 保 持 部 材 ２
２ の ウ エ ブ 部 ２ ３ を 挿 入 し 、 そ の 後 に 保 持 部 材 ２ ２ を そ の 弾 性 力 に よ り 若 干 拡 径 さ せ て 、
そ の ウ エ ブ 部 ２ ３ を 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 内 面 接 触 部 ８ の 内 周 に 張 り 付 か せ る 。 図 ２ （ ｂ ） は
、 そ の と き の 状 態 を 示 す 。 そ の 後 に 、 管 １ の 端 部 に リ ン グ 体 ５ を 装 着 す る 。 図 １ は 、 そ の
と き の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に す る と 、 保 持 部 材 ２ ２ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 場 合 よ り は 弾 性 的 に 縮 径 さ れ た
状 態 で 、 す な わ ち 弾 性 力 に よ り 広 が ろ う と す る 状 態 で 、 図 ２ （ ｂ ） お よ び 図 １ に 示 す よ う
に 管 １ の 端 部 に 装 着 さ れ る 。 す る と 、 そ の ウ エ ブ 部 ２ ３ が 、 管 １ の 内 周 面 ７ と の 間 で 防 食
キ ャ ッ プ ３ の 内 面 接 触 部 ８ を 弾 性 的 に 挟 み 込 ん で 保 持 す る 。 こ れ に よ り 、 防 食 キ ャ ッ プ ３
の 内 面 接 触 部 ８ は 、 管 １ の 内 周 面 ７ に 強 く 圧 接 さ れ 、 そ の 部 分 を シ ー ル し て 、 管 １ の 切 断
端 面 ２ に 向 け て 管 内 の 水 が 入 り 込 む こ と を 防 止 す る 。 ま た 、 保 持 部 材 ２ ２ の ウ エ ブ 部 ２ ３
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に よ っ て 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 内 面 接 触 部 ８ を 管 １ の 内 周 面 ７ に 密 接 し た 状 態 に 保 持 す る こ と
が で き る た め 、 管 内 の 水 流 の 作 用 に よ っ て 内 面 接 触 部 ８ が 管 １ の 内 周 面 ７ か ら 剥 が れ る こ
と を 防 止 で き る 。 よ っ て 、 切 断 端 面 ２ に つ い て の 確 実 な 防 食 が 図 ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 保 持 部 材 ２ ２ の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ が 、 リ ン グ 体 ５ の 前 端 形 成 部 １ ４ の 端 面 １ ７ と 防 食 キ ャ
ッ プ ３ の つ ば 部 ６ と の 間 の 隙 間 ２ １ に 配 置 さ れ て い る た め 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ は 、 ウ エ
ブ 部 ２ ３ を 管 軸 方 向 に 位 置 決 め し 、 か つ 隙 間 ２ １ を 詰 め る こ と に な る 。 こ の た め 、 保 持 部
材 ２ ２ の ウ エ ブ 部 ２ ３ を 所 定 位 置 に 位 置 決 め で き る と と も に 、 管 内 の 水 流 が 作 用 し て も 、
防 食 キ ャ ッ プ ３ の つ ば 部 ６ が 切 断 端 面 ２ か ら 大 き く 浮 き 上 が る こ と に も と づ き こ の つ ば 部
６ と 内 面 接 触 部 ８ と に 剥 が れ が 発 生 す る こ と を 防 止 で き る 。 す な わ ち 、 図 ３ は 管 １ か ら 出
て 行 く 方 向 に 水 流 １ ８ が 生 じ て い る 場 合 を 示 す が 、 こ の 場 合 は 水 流 １ ８ に よ っ て ウ エ ブ 部
２ ３ が 押 さ れ た 状 態 の 保 持 部 材 ２ ２ の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ が リ ン グ 体 ５ の 前 端 形 成 部 １ ４ の 端
面 １ ７ に 当 た る こ と で 、 そ れ 以 上 の 変 位 が 防 止 さ れ 、 そ れ に よ っ て 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 剥 が
れ が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 図 ４ は 、 管 １ に 入 り 込 む 方 向 に 水 流 １ ８ が 生 じ て い る 場 合 を 示 す が 、 こ の 場 合 は 、
水 流 １ ８ に よ っ て ウ エ ブ 部 ２ ３ が 押 さ れ た 状 態 の 保 持 部 材 ２ ２ の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ が 防 食 キ
ャ ッ プ ３ の つ ば 部 ６ を 押 圧 す る だ け で あ る の で 、 同 様 に 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 剥 が れ が 防 止 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の た め 、 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 内 面 接 触 部 ８ に 水 流 １ ８ の 作 用 に よ る 剥 が れ が 生 じ た り 、
防 食 キ ャ ッ プ ３ の つ ば 部 ６ が 管 １ の 切 断 端 面 ２ を 覆 う 機 能 の 低 下 が 生 じ た り す る こ と を 防
止 で き 、 し た が っ て 管 １ の 切 断 端 面 ２ の 確 実 な 防 食 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 保 持 部 材 ２ ２ は 、 横 断 面 Ｌ 字 形 の 長 尺 部 材 を 、 図 ２ に 示 す よ う に Ｃ 形 に 湾 曲 す る よ う に
曲 げ 加 工 す る こ と で 、 安 価 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 曲 げ 加 工 を 容 易 に 行 な う た め に
、 横 断 面 Ｌ 字 形 の 長 尺 部 材 で あ っ て 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ た 適 当 位 置 に 切 欠 部 を 形 成 し た
も の を 用 い る と 好 ま し い 。 こ の よ う な 長 尺 部 材 を 用 い て 形 成 し た 保 持 部 材 ２ ２ は 、 図 ５ に
示 す よ う に な り 、 図 示 の よ う に 、 保 持 部 材 ２ ２ の 周 方 向 に 沿 っ た 適 当 位 置 に 切 欠 部 ２ ６ が
配 置 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 あ る い は 、 曲 げ 加 工 性 を さ ら に 向 上 さ せ る た め に 、 長 尺 部 材 に お け る 切 欠 部 の 数 を 、 上
記 の 場 合 よ り も 多 数 に す る こ と が で き る 。 図 ６ は 、 そ の よ う な 長 尺 部 材 を 曲 げ 加 工 す る こ
と に よ り 形 成 さ れ た 保 持 部 材 ２ ２ の 例 を 示 す 。 こ こ で は 、 各 切 欠 部 ２ ６ は 、 保 持 部 材 ２ ２
の 周 方 向 に 沿 っ た 多 数 の 位 置 に お い て 、 保 持 部 材 ２ ２ の 長 さ 方 向 に 沿 っ た 寸 法 が あ ま り 大
き く な ら な い よ う に し て 、 そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 の 管 端 面 の 防 食 構 造 を 示 す 。 こ こ で は 、 防 食 キ ャ ッ プ
３ の 内 面 接 触 部 ８ に 、 保 持 部 材 ２ ２ の ウ エ ブ 部 ２ ３ を 納 め る た め の 段 部 ２ ７ を 設 け て 、 こ
の 保 持 部 材 ２ ２ の ウ エ ブ 部 ２ ３ を 段 部 ２ ７ に 納 め た と き に 、 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 内 面 接 触 部
８ の 内 面 と 保 持 部 材 ２ ２ の ウ エ ブ 部 ２ ３ の 内 面 と が た と え ば 面 一 に な る よ う に さ れ て い る
。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 保 持 部 材 ２ ２ の ウ エ ブ 部 ２ ３ が 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 内 面 接 触
部 ８ の 内 面 よ り も 径 方 向 の 内 側 に 突 出 し て 水 流 に 対 す る 抵 抗 と な る こ と を 、 防 止 す る こ と
が で き る 。 な お 、 段 部 ２ ７ を 形 成 す る こ と で 、 防 食 キ ャ ッ プ ３ の 内 面 接 触 部 ８ の 先 端 部 は
他 の 部 分 よ り も 厚 肉 と な る が 、 こ の 部 分 に 内 周 テ ー パ 面 ２ ８ が 形 成 さ れ る こ と で 、 こ の 厚
肉 と な る 部 分 が 水 流 に 対 す る 抵 抗 と な る こ と を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 管 端 面 の 防 食 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る リ ン グ 体 お よ び そ の 装 着 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 １ の 防 食 構 造 に お い て 管 内 の 水 流 が 作 用 し た と き の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 防 食 構 造 に お い て 管 内 の 水 流 が 別 の 方 向 に 作 用 し た と き の 様 子 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 リ ン グ 体 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 リ ン グ 体 の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 の 管 端 面 の 防 食 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 管 端 面 の 防 食 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 １ 　 　 管
　 　 ２ 　 　 切 断 端 面
　 　 ３ 　 　 防 食 キ ャ ッ プ
　 　 ４ 　 　 環 状 突 部
　 　 ５ 　 　 リ ン グ 体
　 　 ６ 　 　 つ ば 部
　 　 ８ 　 　 内 面 接 触 部
　 １ ０ 　 　 外 面 接 触 部
　 １ ３ 　 　 突 部 形 成 部
　 １ ４ 　 　 前 端 形 成 部
　 ２ １ 　 　 隙 間
　 ２ ２ 　 　 保 持 部 材
　 ２ ３ 　 　 ウ エ ブ 部
　 ２ ４ 　 　 フ ラ ン ジ 部
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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